
一般質問（令和５年第４回定例会）

新井　太一 １．図書室の必要性と図書室
機能の拡充について

１．中央公民館図書室の役割と住民が生涯
を通じて学べる居場所づくりについて
　施設が利用しづらく、また利用するため
の魅力が必要と思うが、中央公民館内の配
置を含め、利用者のニーズに合わせた改修
やリノベーションを行うなど、多くの方に
利用していただくための具体的な対策につ
いて町の考えを伺う。

２．町の総合戦略について １．持続可能な町を目指すための方策につ
いて
　町では、国や県の策定した「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」を踏まえ、町の
人口減少対策の方針として、まち・ひと・
しごと創生法に基づき「神川町総合戦略」
を策定し、住民の代表者や有識者も参加し
ている「神川町総合審議会」に諮問し、委
員の知見も取り入れながら検討を行ってい
る。
・委員の意見をどのように認識し計画に取
り入れているか。
・事業効果の検証（PDCA)をどのように行う
考えであるか。
・人口減少対策の具体的な取り組みをどの
ように考えているか。

２．性犯罪防止について １．改正刑法の周知啓発について
　令和５年７月13日、性犯罪を見直す刑法
が施行され、性的搾取を目的として子ども
を手なづける行為「グルーミング」が処罰
の対象となったことから、加害者にも被害
者にもならない支援対策と周知啓発に対す
る町の考えを伺う。

３．農業振興について １．離農防止事業と環境負荷低減事業につ
いて
　離農防止には農業所得の向上が課題の一
つと思うが、基本的な対策をどのように考
えているか。
　また、全国的にも環境負荷低減に関して
事業取組が高まっているが、これに対し
て、どのように指導取り組んでいく考えで
あるか、伺う。
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川浦　雅子 １．図書館について １．図書事業の充実と公共図書館の整備に
ついて
　読書環境の整備充実には蔵書数増をはじ
め、司書の配置やボランティア団体の育成
等が重要なことから、図書事業の認識と取
組を伺う。
　また、生涯学習推進のまちを宣言してい
る神川町にとっては、今後のまちづくりを
進めるうえでも、公共図書館を整備するこ
とは、重要性必要性の高い施策と考えてい
るので、予算的な支援確保や既存施設の有
効活用等の考えを伺う。



福島　康弘 １.地域再生とまちづくりにつ
いて

１.地域おこし協力隊の活動支援について
　近隣自治体では、地域おこし協力隊とし
て10名以上の登録があるところもあり、な
かには20名以上登録されている自治体もあ
る。
・神川町地域おこし協力隊設置要綱では、
観光業の振興や定住人口の増加に関する活
動なども協力隊の活動として規定している
が、梨に特化して地域おこし協力隊を募集
している理由を伺う。

・地域おこし協力隊員の定着、定住を目的
の一つにしているが、町支援の現状及び今
後の取組を伺う。

坂本　貴佳 １．行政のデジタル化につい
て

１．マイナンバーカードへの登録状況につ
いて
　報道で問題視されている神川町でのマイ
ナンバーカードへの情報登録の状況や、そ
の後の対策及び住民への影響を伺う。

２．町行政の事務処理のシステム化につい
て
・深谷市、近隣市町村では行政のデジタル
化が進められているが、神川町のデジタル
化の進捗及び取組を伺う。
・行政のデジタル化を進めるうえで、現状
の業務で重複している事務内容の精査は必
要に思うが、どのように取り組む考えなの
か伺う。
・システムの統合では、児玉郡市共通のシ
ステム化を図る考えはどうか。
・タブレット端末の活用をどのように考え
ているか。

野口　弘吉 １．消防団の現状について １．分団の現状と詰所の整備計画について
　消防団は地域住民を中心とした組織で、
地域の安全確保のために果たす役割は大き
く、災害発生時に被災者の避難誘導や災害
救助などの支援活動も行い、住民の安心と
安全を守る重要な役割を担っているため、
団員の処遇や活動環境を整える必要があ
る。

・災害発生時には人手不足が懸念され、現
場で活動できる団員確保が難しいことから
も、消防団の強化及び環境整備をどのよう
に考えているか、町の考えを伺う。

・再編後の６分団詰所の現状と今後の整備
計画を伺う。



２．HPVワクチンについて １．HPVワクチン接種における神川町の取組
について
・キャッチアップ接種（HPVワクチンの接種
を逃した方のための接種）への対応をどの
ように考えているか。
・男性へのHPVワクチン助成の考えはある
か。

剣持真菜美 １．情報発信について １．SNSの運用強化について
　SNSは情報発信や情報収集に有効と思う
が、現在の周知方法ではイベントや取組な
どの魅力が伝わっていないことから、利用
者・参加者が一部の方に限られていると感
じている。
　図書室をはじめ、町内の公共施設の利用
者を増やすためにも、世代に合った発信や
集客の方法などが必要と思うので、SNSの運
用、活用や強化としてLINEやYouTube以外の
公式アカウント取得に取り組む考えはある
か伺う。

２．身近に感じる取組について
・町長の選挙公約の一つに「町民にとって
行政がより身近に感じられるまち」がある
が、町長の具体的な考えを伺う。
・今後の取り組みとして、車座集会や、住
民と膝を交えての座談会に取り組む考えが
あるか伺う。

赤羽奈保子 １．高齢者の「聞こえ」に対
する支援について

１．加齢性難聴者に対する補聴器購入の助
成について
　生活を営むなかで、「音が聞こえない」
「音が聞こえづらい」ことは情報の取得や
コミュニケーションなど、生活の様々な面
に影響を与えることからも、補聴器購入の
助成や支援が必要と思うが、今までの取組
を含め、町の考えを伺う。


